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書 評

A. L . プリ… ドマン

『産業と労働 —— 生産点における

階級闘争と独占資本主義—— J)

( 1)

英園プリストル大学経済学部講師であるA ‘ L . フ 

リ一ドマン執筆の本書は，副 題 r生産点における階級 

闘争と独占資本主義J から伺われるように，労働過程 

での階級闘争の持つ現代的な意味と形態を扱った著作 

である。

本書の前半では,労働者の階級闘争がどのような経 

営側の対応を喚起し，この対jtg：がどんな経営戦略とし 

てあらわれ，いかなる結果をもたらすかを中心に，フ 

リードマンめ理論的な見解と歴史的な概観とが示され 

ている。後半でその例証として，コペントリとその周 

辺の1811i：紀以来の諸産業がとゥあげられ，歴史的に分 

祈されている。

このような問題を中心とする本書を，中小企業論を 

研究チーマとしてV、る筆者が書評するについては困難 

な面も存在する。しかしながら,中小企業输からみて 

も，本書は従来の其国の研究にはない独自の論点，視角 

を提示している。 1つは，中小企業（本書ではsmallef 

firm；とま現されている）が中小企業であるために問題を 

担うという認識が，本書にみられること。 2 つは，大 

企業経営による労働者の管理と直接関速づけながら中 

小企業を間題にしていること。これら2 つの点である。 

これらの意味で,' 本書を筆者がとりあげることは，充 

分理由のあることなのである。それゆえ，本書の評価 

も築者の研究チ一マと関連ある点に絞って行うことに 

する。，，. .

( 2 )

本書の課題は，フリードマンによれぱ2 つあるとさ 

れている。：1つは経験的な間題である。 r先進資本主 

義国での繁栄にもかかわらず, . 都市あるいゆ地域内で， 

繁栄地のそばに生活基盤喪失地域arefis of depriva- 

t ionが永続するj (p. 4 )問題である。より具体的には， 

コベントリのヒルフィールズでの生活基盤喪美を，い 

かに説明すぺきかという問題である。

第 2 は理論的な問題である。r ミクロレペルでの鬪 

争を明示的に考慮J しながら r小地域の相対的繁栄と

産業発展との問の結びつきを理解させるフレームヮ"  

クをみいだすJ (p ‘ 4〜5) という問題である6

これらの2 つの課題を迫求するたやに，マルクス的 

なフレームワークをもとにし, マルクス理論のミ夕《， 

への適用の道を探っている6 'それは，マルクス的なブ 

レームヮークが，階級対立を基本的な前提とするが故 

に，長期の不平等を扱うことができるからである。そ 

の際， プリ一ドャンの基本的認識は， 労働者の皮抗 

worker resistanceはグル一プ間で不均參なものであ 

り，資本，賃労働開係全体に対してでなく，その関係 

の 1面にのみ挑戦しがちであるということにある。そ 

のため，資本と賞労働の敵対は，必ずしも関係そのも 

のの廃棄に.むかわず， [両刃の剣J 的な存在となりや 

すいのである。さらに独占力（プリ一ドマンは大企業経営 

にとハての広饥なま由裁量力wider discretionary power

と想定）を保持しうる '経営は， 労働者に対する権威 

authorityの維持のために， 2 つの経営戦略^—— 貴任 

ある自律性，Responsible A u ton om yと直接fめ統制

Direct Control を使いわけ，，労働者を中心的労

働者 .central w o rk e rと周辺的労働者 peripheral 

w o rk e rとにわけて利用するということにある。これ 

らの認識をもとに，本ニ書の課題を迫求し，コベントリ 

の諸産業の歴史分析の中で検証している。

( 3 )

次に，本書の内容を順をおって紹介する。

以下に示すように，本書は6 つのパ 一 トにわかれ， 

17享からなりたっている。

バ ー ト 1 序

1章 背 景 *識 議

2 章マルクスのプレームワーク .

バ ー ト 2 独占資本主義，労働者反抗と経営 

3 章.独占資本主義 

\ 4 章労働者反抗 '' 論譲 

5 $ ： 労働者反抗—— 鹿史的展照 

6 享 経 営 —— 準備的输譲 

7 章 経 営 —— 廣史的展開 

バート . 3  I■中心一周辺j 関係

8 章企業と労働者 

9 章 国 家 そ し て 諸 国 間 の 関 係 . .

10享座業と地城の長期的パターシ 

パ ー ト 4 1 0 世紀の座業一地域研究

1 2 7 ( 5 5 ^ )
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.ルズとコベントリ地域での娟リ11ぎ フィルフィ

ボン織物業 

1 2 $ 1 9 世紀末レスタ一のメリヤス製造業 

パ ー ト 5 20世紀の産業一地域研究

13享 g 勘車のプロダクトサイクル，コベントリと 

価値法則

14章コペントリま動車産業の歴史的展開；独占力 

’ と鬪争

1 5 $ 英国自動$ 座業での I■中心一周辺J パターン 

I6享フィルプィ一ルズ，コペントリとま動本産業 

バ ー ト 6 諭譲と結論

17章論議と結論

バート1では, 本書の課題とマルクスの方法の要約 

が示される0 3 享でマルクス的な独占資本主義論 0̂検 

討を行い。独占力が形成され大企業経営の行動が多様 

化することを雖調している。もう1点の強調は，独占 

資本主義での大小企業の並存を理論の中にくみこむこ 

との重要性ということである。

そのうえで，レーニンを企業行動の変化を認めない 

ことと先進国を後進国の鏡とみていることとで批判す

る。さらに，バラン• スウィージーのr独占資本J を

塑的な商品である労働力に対する権威行使には， 2面 

ある0 1. .組纖，技術の変化に労働力を適応させること， 

2 . 労働者自身による労働過程の支配co n tro lを限定 

すること，これら2 つの面である。これらは相矛盾 

する内密をもっている。それゆえ，雨面を求めるには 

労働者に対して異なった戦略を組みあわせる必要があ

とりあげ，内在的にみて社会的必要生库コストの決定 

が困難であると批判し，大小の金業の関係と労働過程 

との2 つを無視したと批判する。最後の2 点の理解が 

フリ一ドマン自身の見愈の展開上の出発点となる。

以上のよう,な举摘のうえで， 4享では，独占資本主 

義のもとで，企業の大規模なことと労働力源の枯渴か 

ら，労働者の反抗力が強まり，不熟練労働者も免団的 

皮抗力をもつことが示される。との労働者の反抗力は 

グループ間で不均等であり，そこから労働条件や賞金 

水準の格差が生じる。また，資本の侧も反抗力の不均 

等性を利用し，反抗力の強化に对して資本主義体制内 

での対f S * 調盤を行うことが可能になる。さらに，労 

働者の反抗組織の巨大化が逆にロー 力ルな反抗の形態 

を/上み出し，内部労働市場の発達が反抗の不均等性を 

■：̂ミめる，ということが強調される0 5 までは，これら 

のことを概略的に英国について鹿史的にふり'かえつて 

みている。

以上のような労働者の反抗の激化と不均等性に対応 

して，独力の拡大を前提とする経営が， 2 面的な戦 

略を用いることを示したのが6 享， 7 ぎである。経営 

は，諸活動の調盤と労働者に対•する権咸の行使という， 

2 つの機能をもっている。後者の敵意をもちながら可

る‘

1 の面を強化するための戦略が[貴任をる自律性J 

である。労働者にある程度の® 主的活動の余地を与え， 

労働者の適応性を利用し，技術の変イ等への対応を容 

易にする戦略である。それと同時に経営に対する忠誠 

も確保レようとする。しかし，この方法は熟練工ある 

いは特権的労働者にのみ適用しうるものであり，需要 

減退時にレイオフ等を実行しがたい♦ のにする。

2 の面を中心とする経営軟略はn t接的統制J であ 

る。これは，労働者を厳格に管理することにより，労 

働者の意思？̂こよる変動の余地を減らし，労働者の敵対 

性の有害な効果を最小限にしようとする戦略である。 

この方法は，技術変化等-への労働者の柔軟な対応を不 

可能にする。

いずれの方法も: 点をもち， 2 つの方法の間の全面 

# 行は労資関係に破減的影響を持たざるを免ない。こ 

の困難から経営を救いだし，資本主義の粋内での適応 

を可能にさせる方法についてのぺたのが》享である。

企業間で独占力が不均等であること，労働者グルー 

プ間でも反抗力が不均ぎであり予備軍からの保護が不 

均等であることが，経営者にとって経営の権威維特の 

ために必要な状況変化への柔軟な対応力を，基本的に 

もたらす。結的にいえぱ，大企業の経営の安定的高 

利潤と特権的労働者の肩用安定と高賃金は，小:業と 

非特権的労働者の不安定な状況と低マージン.低賃金 

とに依存しているといえるのである。

前述した2 つの戦略を組みあわせて用い，企-業内と 

企業間の2 つの次元で使JHすることにより，大企業経 

営にとっての柔軟性が確保される。

大企業経営者は，企業内では労働者を中心的労働者 

とMl辺的労働者とに;^け，前者に f責任ある自律性j ,  

後者に r直接的統制J を適用する。中心的労働者とは， 

機能 • 熟練 . 集団的反抗力から，経営者によって経営 

にとって本質的であると考えられる労働者免団である。 

周辺的労働者とは，経営に.とって前記の意味で非本質 

的な集団一 - 交替人員を得やすく，団結力が弱い等

で，レイオフされやすい存在である。しぱしぱ周

辺的労働者は，性 ，人糖と結びつけられ,.周辺的な仕

1 2 8 f 4 り の
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に就業を限定されやすい0

企業間でみた場合も，独占力をより多く持ちうる大 

企業が中心的企業となり，より小さな企業が周辺的企 

業となる。このことにより,大企業は白企業労働者の 

大部分を中心的労働者として扱うことが可能になる。 

.他方小企業は大企樂のしわよせをうけ，不安定な存在 

となり，自企寒労働者の大部分をしめる周辺的労働者 

を，まず最初にレイオフせざるをえなくなる。

この企業間の開係を最も明解にしめすものとしてフ 

!)一 ドマンがとりあげているのが,.下請subcontract’ 

関係である。自励审産業等には，アッセンプリ ーメ ^  

力一が内製しうる特定モデルの部品を，遅れた設備で 

生産している多数の小部品メーカ^ が存在している。

このような小部品メーカーを，太アッセソプリ 一メー 

カヒが下請利用する理虫として，大きくわけて2 つの 

点がある。すなわち,小企業の低賃金利用と大企業の 

経営の状況恋化に対する柔軟性を確保するためとであ 

る。前者はいわゆる大企業による規模別貧金格差の利 

用ということである。後者はいくつかの内容を含んで 

いる。需耍変動の際の固定費負担の転嫁，下請への支 

ゼSいの缔めつけ，下請企室労働者をまずレィオフさせ 

ることによる需要恋動へめ対応の容易さ，多角供給先 

の確保等である。このような下請関係にある小企業の 

マージンは，慣:習, 相対的規模関係，アッセンプラー 

と潜在的供給者との数関係,自動車に対する需要励向 

により決定される。

以上述べてきたことからわかるように，大企業経営 

者は，自企業内労働者を分断し，小企業を利用するこ 

とにより，自企業内の組織された反抗力の強い労働者 

を管理することができるようになると，フリードマン 

は主張しているのである。

9 章では, 上述の経営戦略のあり方は，国家の介入 

によぅて大きな彫響をうけること，中心と周辺の関係 

が多国籍企きを媒介として国家間にもひろがっている 

こと，こめ2 つが指摘されている。

；10章-では，これまでの分析が廣業と地城との関係の 

理解のためにどのような意味をもつか明らかにされる。

l o は，住環境の惠化した高失業の地域とは，周辺 

的な地位にある労働者が集糖した地域であるというこ 

とである。しかもこの集糧は再生産される。それは, 

住居費が安V、こと，妊*会的特徴よる差別から# 動し 

にくいこと，他地域に入り込むことを中心的労働者が 

抱をすることなどによる。

いま1つは，地域全体の繁栄も，中心的労働者の地

位のもろさから，变化するということである。これは 

技術 * 需要，労働力市場条件の変化や新投資地域の;^ 

動から, 地域全体が周辺地域化することにより生じる。

以上の検討のあとで, 11享で19世紀のコベントリ稍 

リボン織物業の職人間でのr中心一周辺j 関係がとり 

あげられる。ついで，12享でレスターのメリヤス製造 

業の職人の場合がr中心一周辺」関係のより弱い例と 

してとりあげられる。

13章から16享にかけては，コベントリのき動車産業. 

について，20世紀初頭以降のr中心一周辺j 関係が檢 

討されている。そこでは，小部品メーカーが周辺的存 

在として重要な位置をしめていることが明らかされ 

る6

( 4 )

(3)でフリ一ドャンの本書での展開を，順をおいなが 

らポしたのであるが，結論的部分とプリ一ドマンによ 

る従来の議論に対する批判点を列記すれぱ，以下のよ 

うになる。

労働者を中心的部分と周辺的部分にわけ，それぞれ 

に r貴任ある自# 性J と r直接的統制j とを課するこ 

とにより，資本主義は自己の矛盾の^1発をおさえ，あ 

るいはそらすe :とがやきる。 r直接的統制j の面のみ 

を強調するプレイヴァャンr労働と独占資本J のよう 

な見解の誤りは批半IJされる必要がある。

労働者は集団的反抗力を待つことにより，労働過程 

での小心さをなげすてることができた。そこから内部 

労働市場の重要性がましている。労働過程での參本家 

と労働者との関係の変化が生じたのである。

禅収率は，階級闕争の反映としての労働力の価値と， 

階級闘争を通して経営がいかに激しく人々を働かせる 

ことができるかによる剰余価値率とによってきまる。

ミクロの状況を考えるフレームワークとして,次の 

3 つの力とその相互作用を具体的に調ぺる必要がある。 

すなわち, 資本主義社会の生産様式，経営の‘自由敦量. 

の余地，階級闘争の3 つである。

このようなほは’ 4点をもって本書の展開の結論とし 

ている。

( 5 )

最後に，擎者の研究値城からみて本書のtjザ谊要と 

思われる点について者:干のコメントを加える。

1 2 9 C 4 0 1 ')
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• 第 1点は，ブジードャンの中小企業問題についての 

認識と，問題把握の視角についでである。本書では， 

何故大企業が内製しうるにも力、かわらず小企藥を下請 

利)f iしているのかとV>う点についで，小企業の低賞金 

と景気変動のバッフ7 レとレてめ利用の2 面が強調さ 

れている。とのような下請企業利用についでの理解は， 

日本の中小企業問超研究者にとって，日本の下請中小‘ 

企業についてならぱ,至極当然なものとされてきた理 

解である。しかし，英国の自動摩産業を主たる分折对 

象とし,組立大企業による部品メーカ一小企業の下請 

利用について，量的な面はいざしらず質的に日本と同 

じ間題性を英国の文献が指摘しナこ,ことは，画期的なこ 

とであるといえる。この意味で，独占段階の一般論と 

して中小企菜問題を理解している我々にとって，本書 

はより一層の理論展開への手がかりを与える著作とい 

える，。

さらに，中小企業の問題を把握する視角を，本亀で 

は独占大企業の経営の对労縛者戦略の一環として位置 

づけるという形で設定している。この視角を日本の間 

題に適用するならぱ，ある意味で强力な企業別本エ組 

合が組織されたもとで，独古大企業経営が事務労働者 

および本: ! :と臨時エ.社外エとを分断し利用すること 

と，T 請-中小企業を利することとを，統一した梓組 

みから理解するための1 つの視角を与えるものといえ 

る。独占大企業の中心的労働者の集団的反抗力の廣大 

化のもとでの経営づ对応という大枠の中で，中小企業 

間題を考えるというととゆ，大企業と中小企業の組合 

組織の強弱，有無がより鮮明な日本り状況を把握する 

ための, 1つの方向を示唆するものといえよう。

しかし，中小企業と大企業との関係を問題にしてい 

るにもかかわらず，本書では諸資本の競争が独占段階 

て'は明確に階層化するという認識が弱い。そのため， 

周辺的小企業が周辺的な存在として扱われることを何 

.故受け入れざるをえないのかが，，明確にとらえられて 

いないのである。たとえぱ，大企業が支仏いを遅延さ 

せたため，，小金業が破産した例などが示されているが， 

こ<のような不当な取引条件を小企業が受け入れざるを 

えなV、理由が，論理的に充分な形で説かれていない。

下i i 関係にないいわゆる独立小企業部門への下請小企 

' 菜の転出が，競♦の階層化により無意味な行動である 

ことが，明確にされる必要がある。本書ではこの点に 

大きな欠落が存在するのである。そのため，小企業の 

取引条件は潜在的供給能力のあるものと購入侧との両 

者の数関係により決定されると指摘しながら，この点

をおしすすめ-^般化するに■至っていない。そのため-^ 

ね的な大企業と中小企業との関係は，合1H匕をすすめ 

る大:ife業から労働者があふれ，その人々が小企業に殺 

倒し，小企業分野での賞金を押し下げるということに 

一而化されてしまっている。木書での対労働者戦略の 

中に周辺的小:ik業を位置づけるという貴重な視角は，

諸資本の競争の視角を組み込むことにより，より豊か 

な-議論となる'のではないかと思われる。

第 2 の点は，地域と周辺的労働者，企業の存在との 

関係である。周辺的な労働者はfを賞金で雇用が不安定 

であり，熟練のあ成も困難セし，また失業によって熟 

練破壊をうけやすい。そのことから》筒辺的労働者の 

多くは依家賃の環境の悪い地域に居住せざるをえない。 

そのため他ビ较ぺて繁栄している都市の中にも，生活 

基盤を喪失しつつある地域が形成される。この地域は 

周辺的労働者の流入により再生産されると本書では述 

ベられている。大都市内部の環境悪化ことに東京の下 

町の職住混合地帯の環境悪化と小零細企業との関係を 

問題にせざるをえない我々にとって,この指摘は方法 

視角として示唆にとむものといえる。

しかも，この議論は，周辺企業の存在を繞介とする 

ならば, 繁栄している同一都市内r 限定されるもので 

はない0.たとえば，.この譲論は，最近の日本の都?機 

械工業下請企業の農村への企業進出と，そこでの低賞 

金労働力利用，その結果としての農民層の生活基盤の 

不安定化，というような問題をも，その射程にとらえう 

るものと思われる。さらに幅をひろげた対爱設定の中 

で使われうる方法視角といえるのである0

第 3番目は， ミクロ分析のためのマルクス的プレー 

ムワークと, 本書でいわれているものについてであ;^。 

これについては，中小企業問題との関連のところで指 

摘したように，諸資本間の競争の階層化をくみこむ必 

要がある。この点は内容的にはくり返しになるので， 

指摘するにとどめておく。

最後に，プリ一ドマンの r独占力J につレ.、ての理解 

である。これを解争庄力の緩和による大企業経営のま 

由栽量の杂地の拡大と規定している。こめこと自体は 

誤りではなく，独占支配の1面をま現しているが，そ 

れが何のためであるかが明確にされないところに，プ 

リ一ドマンの認識の1つの問題点が存在するように思 

われる。すなわち, . ま由故量の余地の掀大は，独占利 

潤確保の方法の選択の余地の存在*個別企業の判断の 

余地の蒋在として位® づけるべきであり，一般的な形 

で述べることは不適当であると思われる6
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